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第二期会長挨拶 Compliments from the President  
 

（吉村 庸：日本地衣学会会長

あけましておめでとうございます． 昨年末に第二期

会長に再任されました．本学会が発足して 3 年目を迎

えました．いままで会員の皆様のご協力と幹事，各種委

員会の役員の皆様の積極的な活動により次第にその基

礎を固め発展しつつあることはご同慶に耐えません．会

長の任期は会則では 2 年，2 期までですので，2005 年

の任期を全うするまで微力ではありますが最善を尽く

していくつもりです．皆様よろしくお願いいたします． 

評議員も改選され，一部交代がありました．幹事（庶

務，会計，編集委員長）については，前任期に引き続き，

同じ方々にお願いしました．各種委員会についても，当

面の間は継続と言うことでお願いしております．本学会

は前任期の 2 年の間に基礎作りを大方終わり，いよい

よ第二期において，花開かんとしております．更なる皆

様のご協力をお願いいたします． 

2004 年の年大会は玉川大学において 7 月に開催が

予定されております. また，4 年に一度の国際地衣学

会がエストニアで 8 月 16 日より 23 日までの 8 日間に

わたって開催されることになっています．本学会では互

いの研究成果の発表を通じて切磋琢磨し国際的な研究

レベルを維持発展することに努めるとともに，わが国に

おける地衣学の普及発展に寄与し，若い方はもちろんの

こと，地衣類に関心を持つすべての方々に地衣類研究の

魅力を啓蒙してまいりたいと考えます．大会や会誌

Lichenology，ニュースレターの充実も大事ですが，各

種委員会のそれぞれの活動に期待するところが大です. 

さて，本学会発足当初より会員より希望されていまし

た，日本産チェックリストがいよいよ発行される運びと

なりました．チェックリストは分類学の専門家にとって

も大変重要なものであり，その専門的な知識なくしては

到底満足なものは出来ません．分類学以外を専門とされ

る方々や初心者の方にとってはそのままでも日本の地

衣類の全般を知る上で大変便利なものですが，同時に

様々な要望に応えるには付加価値である情報がどれだ

け盛り込んでいるかです．さまざまな要望に応えられる

ようなチェックリストの作成を目指して，担当者は鋭意

努力をしていましたが，近く完成され，Lichenology 2

巻 2 号に掲載されますので，今しばらくお待ちくださ

い． 

2004 年の年頭，再任にあたりご挨拶申し上げました． 
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Dear members, 

“A Happy New Year, 2004”.  I was elected as 
a president of the society (JSL) for the 2nd term 
(2004-2005).  After our society started in 
February, 2002, two years have already passed. 
In the third year, 2004, we hope our society will 
make much progress.  “A checklist of lichens 
and lichen-allies of Japan” will be published 
in March, 2004, as a part of Lichenology vol. 2, 
no. 2.  The third annual meeting of our society 
will be held at Tokyo (Tamagawa University) in 
July.  In order to develop lichenology in Japan, 
it is necessary to attend not only to the meeting 

of our society but also in other meetings, 
especially international ones for improving our 
lichenological knowledge by exchanging ideas 
among ourselves as well as international 
lichenologists.  Educational movements are 
necessary for realizing funs of lichen researches 
to amateur-naturalists.  Many young people as 
well as amateur-naturalists will realize to learn 
funs of interests of lichens through our local 
activities. 

                                                  
Isao Yoshimura, the President 

 

会務報告 Reports of the JSL Activities  
 

役員選出結果ならびに 2004-2005 年度役
員について 

日本地衣学会会則第 11 条および役員等選出についての

細則に基づいて行われた次期会長ならびに次期評議員選出

結果について報告します．次期会長選挙は，昨年 9 月 4 日

から 30 日の間に行われました．投票締切の後，選挙管理

委員会から立会人として指名された藤原文子，嵯峨優美子，

武田瑞紀氏のもとで開票が実施されました．投票総数は 31

（有効投票数 31）で，結果，吉村庸氏が満票で会長に選出

されました．次期評議員選挙は，昨年 11 月 1 日から 30

日の間に行われました．投票締切の後，選挙管理委員会か

ら立会人として指名された嵯峨優美子，武田瑞紀氏のもと

で開票が実施されました．投票総数は 92（有効投票数 91）

で，結果（得票数）は以下の通りです（敬称略）．岡本達

哉（13），安斉唯夫（11），木下靖浩（10），棚橋孝雄，

宮川恒（各 9），高萩敏和（6），南佳典（5），中嶌裕之

（4），高橋邦夫，中村薫，原光二郎（各 3），佐藤和彦（2），

梅本信也，大宮利通，小川誠，鈴木三男，浜田博喜，原田

幸雄，坂東誠，福田廣一，古田雅一，古谷航平，松島恵介，

松本達雄，綿貫攻（各 1）．評議員選出内規（3）に基づき，

上位 5 名が当選者とされ，辞退がなかったので次期評議員

と認定されました．次いで内規（5）に基づき，議長（木下

靖浩）と追加評議員（松本達雄），監事（棚橋孝雄，松本

達雄）が選出されました． 

以上の結果，下記の方々が 2004-2005 年度役員に選ば

れました．なお，現在までに会長より委嘱を受けた各委員

会委員を皆様に報告します．残りの各委員会の委員につい

ては決定次第皆様に報告します． 

会長：吉村庸，評議員：安斉唯夫，岡本達哉，木下靖浩

（議長），棚橋孝雄（監事），松本達雄（監事），宮川恒，

庶務幹事：山本好和，会計幹事：小峰正史，編集委員会：

原田浩（委員長），岡本達哉，木下靖浩，棚橋孝雄，地域

活性化委員会：安斉唯夫（委員長），今井正巳，岡本達哉，

木下靖浩，小林寿宣，高萩敏和，中嶌裕之，原光二郎，坂

東誠，学術情報交流委員会：岡本達哉（委員長），ホーム

ページ運営委員会：原光二郎（委員長）（敬称略）． 

（山本好和: 庶務幹事） 

 
―――――――――――――――――――― 

●Lichenology 日本地衣学会ニュースレター

とも，投稿先は：  
原田 浩．〒260-8682千葉市中央区青葉町955-2 

千葉県立中央博物館．Fax 043-266-2481. 
E-mail: h.hrd3@mc.pref.chiba.jp 

     （原田浩：編集委員長） 
●複写される方へ 

本誌に掲載された著作物を複写したい方は，許諾を

受けてください．詳細は本誌31号110ページに． 
●Notice about photocopying 

In order to photocopy any work from this publication, 
you or your organization must obtain permission.  For 

details, see no. 31, p. 110 of this publication. 
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